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群と非使用群との間托著しい差異はなく TM群に於
て個々の菌lとついての耐性度と溶血能と lとついて見
ても目立った溶血能低下は見られなかった。 
16) 胃腸管内に於ける骨消化について
岩塚迫雄(横須賀市立病院〉 
消化管内異物の内，骨は動物性蛋白と共に誤鳴き
れ易く，我々が調べ得た文献，全国主要病院照会例
では腹腔内穿孔異物 78例中 46%を占めており，ま
た，直腸障碍を来せる異物の内，骨によるものはや
はり最も高率であった。
そこでこれら障碍に関係ある骨消化の問題を検討
すべく動物実験を行った。
実験 1として，過酸犬及び正常犬と低酸犬として
幽門切除せるものを使用して魚骨及び鶏骨を鴨下せ
しめたと ζろ，過酸犬では全く消化したと思われ，
正常犬では中等度比消化され低酸犬では鶏骨は略々
原型を保って排世された。
次l乙上記実験で得?こ結果を確認すべく試験管に過
酸症患者胃液，低酸症患者胃液，対称として 1% 
Pepsin液， ，0.5 HCl液等を使用してその消化状態
を見るに過酸症患者のみ中等に消化するのを見た。
以上Kより骨消化は低酸症患者は充分K行われ難
く時に不慮、の結果を招くことありと思われた。 
17)低電位差患者の手術例について
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低電位差患者lζ手術を行った場合，その適応決定
にはしばしば困惑を感ずる場合が多く，叉術後の対
策及び予後の判定は極めて重要である。教室では最
近 5カ年間心電図採取患者 5188名中 68例1.3%は
これを認め，この中手術を施行したものが 55例，
術式別に見れば全身の栄養低下し大手術或は姑息的
手術を余儀なくされる末期癌が多く，手術侵襲が直
接心機能lζ及んで死亡した例はなかったが，術後経
過は一般i乙不快な偶発合併症を伴うことが多かつ
た。
食道癌根治手術 1治験例について，術前及び運動
負荷試験，低酸素負荷試験更に術中，術後に亘る心
電図上の観察を行い，従来困難とされた低電位差患 
者の手術適応決定には，術前各種の負荷試験が必要
であり，また，少なからず心筋傷害を伴うのでツギ
タリス剤の如き直接心K作用する薬剤を用いること
が必要である ζとを示した。
18)心筋硬塞を伴う患者の手術例について
泉武
最近 6年間の教室lと於ける心電図採取患者 6000
名中 13例 0.2% !r心筋梗塞を経験し，中 9例に慎重
なる注意のもとに手術を施行し 5例は全治退院した
が，不幸 4例は心不全，癌性イレウス，腹膜炎によ
って死亡した。
原疾患別に手術例を大別すると食道噴門癌は 5例
中3例，胃癌 4例中 3例，大腸癌は 2例中 2例，そ
の他 2例中哨息の 1例となっている。食道切除及び
胃大腸合併切除では死亡例が大であるが手術侵襲が
前者K比し割合少い胃切除及び大腸切除等では，全
治率がはるかに高い。全治例でも一時心性危期を示
したが強心，冠拡張剤，強力な酸素補給Kより全治
せしめている。
現今でも心筋硬塞を合併した癌患者の手術適応の
決定は明確を期しがたいが，慎重な管理の下Kこれ
を行えば全治せしめることが出来る。 
19)興味ある S状結腸癌の1例
中島和彦(甲府小宮山外科病院)
癌腫を先端とする S状結腸直腸重積の 1治験例を
報告する。患者は 68才の男子。主訴は排便困難，
血便，排尿後痛で，今年2月末から血便があり， 3 
月中頃より排尿痛，それ以来排便困難，裏急後重が
続き，月末5より頻回の下部j使1['凶され， 6月 9日
来院した。来院時，指診で直腸lζ腫癌を触れ，直腸
癌と診断，術前処置として，下剤，涜腸を行った
ら，排便困難が軽快し，指診で腫癌を触れず，直腸
鏡検査で 25cmまで病変がなく， 6月13日退院した
ところ，再度 6月 30日前記症状にて来院し， S状結
腸癌の重積下降した例であるととが解ふ手術tとよ
り全治させた症例で，組織学的には腺癌，また，重
積像はー筒性であった。成人の腸重積は，比較的稀
で，しかも S状結腸K癌腫を原因として，腸重積を
惹起せしめた例は少く，特に指診で直接腫療を蝕知
した例は，文献上本邦には極めて稀であり，直腸癌
診断にあたり，指診だけの危険性を示す興味ある症
例と思う。
20) ガストロカメラの臨床例について
小林誠一郎(植竹病院〉
胃疾患の診断陀当り，在来の検査法K依つては，
その診断の確定，手術適応の決定，即ち，手術施行
に対する患者の説得1[，叉は手術施行後の癌患者の
